
「京都丹波地域少子化対策戦略会議(第１回)」 
の開催結果について 

 
平成２６年８月２９日  
京都府南丹保健所  
福 祉 室  

 

    

京都府南丹広域振興局では、地域特性を踏まえた総合的かつ抜本的な少子化対策を提案す

ることを目的として、京都丹波地域少子化対策戦略会議を設置し、この度、下記のとおり第

１回戦略会議を開催しましたので、その概要を御報告します。 

 

記 

 

１ 日時 

平成２６年８月２６日(火) 午後６時から８時まで 

２ 場所 

京都府園部総合庁舎 ABC会議室 

３ 参加者 

学識経験者、経済・農業・労働団体やＮＰＯ法人等の有識者、府民、行政で構成(15名) 

４ 議題 

京都丹波地域における少子化の現状・課題について                          

５ 主な委員の発言 

（少子化対策・人口減少対策全般）                         

・少子化対策・人口減少は複合的な問題であり、総合的な視点から分析し対応が必要 

・人口減少は深刻な問題である。この問題を考えるきっかけ作りを行政がつくる必要がある。 

・「人と人とのふれあい」を基盤にしながら、「地域の豊かさ」を把握し、京都丹波地域の少子化対策

を検討していくことが大切。 

（地域振興・定住促進） 

・急速に発展した京都丹波地域の交通網を生かし、交流人口を定住人口に結びつけていくことが重要                        

・限界集落ではインフラは整っていないが、「豊かな自然」を生かした地域振興を進めることが重要 

・「職住一体」のまちづくりを進めるためには、これまで以上の規制緩和が必要 

・京都丹波地域の豊かな自然の中で充実した生活ができていると実感、若者が「この地域で住みたい」

と思えるような地域づくりが必要である。                         

（出会い・結婚）                         

・近くで安心して参加できる「出会いの場」を提供してほしい。 

・新規就農者にとっても結婚は大きなハードルであり、行政、団体による出会いの場づくりが必要。                          

（出産・子育て）                         

・「一人目の出産」での経験が大切。ここでのサポートをしっかり行うとともに、夫婦で子育てをする

意識、体制づくりが重要である。 

・現在の子育て世代は、①子育てに対する不安、②子育て環境の厳しさ（子どもを預ける場所が少な

い、母親の再就職が困難）を抱えている。                          

 
 



 

 

【委員：15名】

氏 名 所 属 等 備 考

井内　邦典 亀岡あゆみ保育園　園長 民間保育園

今川　晃 同志社大学　政策学部長 大学・教育機関

今西　仲雄 京都府南丹広域振興局　局長 行政

大川　倫正 京都丹波に転入してきた子育て世帯 転入世帯

栗山　正隆
（湯浅　敬三）

亀岡市　市長
（代理：亀岡市　副市長）

行政

佐々木　稔納
（松田　清孝）

南丹市　市長
（代理：南丹市　副市長）

行政

塩貝　泰彦 京都産業大学法学部　４回生 若者（学生）

田中　美賀子 (特非)亀岡子育てネットワーク　理事長 子育て支援サークル

寺尾　豊爾
（畠中　源一）

京丹波町　町長
（代理：京丹波町　副町長）

行政

　西村　紗矢香 京都丹波・写ガール隊(京丹波町職員） 若者（就労者）

長谷川　清隆
（福山　丈志）

京都府立須知高等学校　校長
(代理：京都府立須知高等学校　副校長)

教育

俣野　健二
（水口　一也）

連合京都亀岡地区協議会　代表
（代理：連合京都中部地域協議会　事務局長）

労働関係団体

眞継　公哉 ＪＡ京都青壮年農業経営者クラブ　会長 農林団体

吉田　辰男 世木地域振興会　副会長 地域振興団体

和久田　勝之 京丹波町商工会青年部　部長 経済団体

(五十音順)

第１回京都丹波地域少子化対策戦略会議　出席者名簿　



 

 

 

 

 

 

 

 


